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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 社会福祉法人 あけぼの会 お名前 倉田 康弘 

 

 
   

事例タイトル しくじり先生 「スタッフ不足の大ピンチをチャンスに変える３つの方法」 

実践内容 

<実践のきっかけ> 

あけぼの会は、老健を母体とし、「リハビリ」と「ケア」を軸として、「在宅復帰」と「在宅支援」に力をいれ、1 人でも多くの方

に住み慣れた地域で幸せになって頂ける様に日々頑張っています。「在宅支援」を担っている在宅事業部は、通所リハ、訪

問リハ、通所介護等の在宅サービスを展開。 

特に、通所リハは 60 名定員で、R2 上半期稼働率 91.8％。１日平均約 55 名の利用者の方に来て頂き、満足して頂いている。

利用者さんに満足して頂いている一番の要因は「自慢のスタッフ」。ここまでは順調だったが、R2.9 に大問題に気づく… 

その自慢の介護スタッフが R2.9 末に 3 名が一時退職、１名が手術の為１カ月の休職で４名マイナスの状況。私のしくじりで対

策をとらないまま 10 月を迎える大ピンチ…。その大ピンチをチャンスに変える為、１カ月間行動をしたことをお伝えします。 

<実践内容> 

①R2.9 初旬「１日に必要な人員の確認、業務の見直し」 

・１日に必要な介護スタッフ数を確認。結果、１名休むと通常業務ができない状況を把握。 

（本来午前 12 名、午後 9 名必要も、現状午前 12 名、午後 9名しかいない状況） 

・午前のみ通所勤務スタッフ２名を１日通所勤務形態に。 

（スタッフ自身の希望もあり、面談を行い、１日勤務できる様に調整。結果、午前 12名、午後 9→11名勤務できる状況に） 

・１名休んでも通常業務が行える体制を検討し、方向性を決定。 

（午前 11 名、午後 10名で業務を検討。方向性としては、「表の非効率、裏の効率」。利用者さんに直接対応しない 

責任番・記録係の部分を効率化し、午前行っていたことを午後にまわすことを決定。介護スタッフだけで考えず、多職 

種、他通所介護からも協力を得る） 

②R2.9 上旬～中旬「事前に、キーとなるスタッフと出来る方法を検討」 

・キーとなる通所リハ係長、若手介護スタッフ２名と 4 名で事前にミーティング 

（10月からの状況を共有。業務整理の方向性を共有し、力を貸して欲しいことを伝える。） 

・裏の効率化は得意なスタッフに信じて任せる。責任は上長がとる。 

（実際に業務を行うのは現場のスタッフ。方向性を示した上で、得意分野を活かし、できる方法を考えてもらう。 

成功したらスタッフの手柄、失敗したら責任をとることを伝える。） 

・表の効率、スタッフ本位にならないように確認、修正。 

（スタッフが、利用者さんに係る部分を効率化しようとした時は、スタッフと話し合い、修正する。） 

③R2.9 下旬「通所リハミーティングで全スタッフと共有」 

・今後のビジョンを示し、スタッフにメリットがあることを伝える。 

（ただスタッフが足りないから業務調整をしましょうではなく、今回少ない人数の中で業務を検討し実行ができれば、 

今後、スタッフ数が戻った時に、フリー業務をつけられ残業が少なくなったり、有休がとれたりすることを伝える。） 

・現場の若手スタッフ２名から 10 月からの業務に関して説明 

（現場のスタッフが考えたことが、１番説得力がある。まずは行ってみて、１週間後に評価することを伝える。） 

・高稼働率の中頑張っているスタッフに感謝の気持ちを伝える。 

（日頃の感謝の気持ちを言葉でただ伝えるのではなく、ケーキも一緒に差し入れ。） 

成果 

・R2.10～新業務スタート。まだ 2 週間だが、10/13時点で稼働率 93.9％の高稼働を維持しながら、在宅事業部全体で 3 名少 

ない状況（１名は復帰）で、通常業務を行えている。 

・高稼働を維持したまま、少ない人数で業務を行うことはスタッフのモチベーションを下げやすいが、若手介護スタッフ 2 名

が中心となって、前向きな行動や言葉で周りのスタッフを盛り上げてくれている。若手介護スタッフの成長を感じられた。 

 スタッフ間で、笑いながら「今日も人が足りないね。どうする？こうしたらいいんじゃない？じゃあ○○さんお願いします」

等、前向きに考えてくれるようになったり、課題をみんなで考えられるようになった。 

・介護スタッフだけで行ってきていたことも、介護スタッフだけではできなくなり、リハスタッフや相談員の力を借りないと 

できなくなった。結果、協力しないと通常業務ができない為、以前よりも部署としてまとまっている。また、通所リハや通 

所介護間の連携もしやすくなった。 

・ケーキの差し入れをすることで、スタッフにとても喜んでもらえた。言葉も大事だが、気持ちをカタチで伝えることも大切。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

<成功のポイント> 

・１番の成功のポイントは、ビジョンを示すこと。スタッフが同じ方向に向かえるし、モチベーションアップにも繋がる。 

・大枠だけを考え、現場で行うことは現場のスタッフに考えてもらう。得意分野を活かして、若手介護スタッフに考えたり、行 

動したり頑張ってもらうことで、スタッフのやりがいにも繋がる。 

・大ピンチだったが、「表の非効率、裏の効率」で業務整理することができたことで、利用者さんへの対応は今までと同じ 

でも、少ない人数で行うことができ、1 人当たりの人事生産性はアップしている。 

<改善への気づき> 

・はじめは、スタッフが一気に少なくなること=大ピンチとしか感じられなかったが、腹をくくって周りを巻き込みながら行動

することで、若手スタッフが成長したり、職種間連携、部署間連携の足掛かりとなり、チャンスに変えることができた。何事

も自分の前向きな考え方次第ということに気付けた。 

添付資料 ※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 

1



 
介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

 

2



 
介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 社会福祉法人 あけぼの会 お名前 渡辺 円香 

 

 
   

事例タイトル 貴重な専門職をフル活用 「ZOOMアセスメント」 

実践内容 

＜背景ときっかけ＞ 

・平成３０年度介護保険法のキーワード「アウトカム」。「アウトカム」を出していくには、利用者の課題を明確に

できるアセスメントや生活の中で活きる実践リハビリが必要。 

・R2.9.1 より、「歩行と言葉のリハビリ空間なごみ横手」として、当法人のリハビリ特化型通所介護２号店を 

新エリアで OPEN。 

・新エリアで、「歩行」と「言葉」に特化したリハビリを展開したことで、言葉のニーズが多くあることがわかっ

た。 

・現在、理学療法士・作業療法士が１名ずつ在籍。言語聴覚士は法人で１名のみで、法人本部を拠点としてリハ

ビリを実施。各エリアを行き来することは難しい状況。 

・コロナ禍の現在、主流となっている ZOOMを活用し、法人で 1人しかいない言語聴覚士の様な貴重な専門職

が、評価やリハビリの提供ができないかと考えた。 

＜取り組み＞ 

➀新エリアでの言葉のリハビリニーズの掘り起こし 

居宅事業所まわりを積極的に行う。ただ自分達の取り組みを伝えるだけではなく、「困っている人達、 

リハビリを必要としている人達の力になりたい」ということをケアマネジャーに伝える。 

②法人間連携で事前リハーサル 

ZOOMを繋ぐ等の必要なことは、法人本部のスタッフと協力して環境を整備。スムーズに評価等が進行 

できる様に、事前にリハーサルを開催。注意点として、言葉のリハビリの為、「声量」「書字の様子」「電波 

環境」等に留意する。 

③「ZOOM アセスメント」を実施 

実際に、顔を見ながら面談・評価を行うことで、言葉の専門職である言語聴覚士がいる安心感に加え、 

専門的な評価やリハビリが受けられる環境が整っているという印象を利用者さん、ケアマネジャーに 

持って頂く。専門職にみてもらうことで、どのようなリハビリが必要なのか判断・提供できる。 

④実際に評価場面を担当スタッフと共有することができる 

言語聴覚士が実施しているリハビリを実際に見ることで、情報の共有や声掛けのポイントを学びながら 

実施することで、実際に提供するスタッフが利用者様に質の高いリハビリを提供することができる。 

成果 

・しっかりアセスメントができる環境を整備する為、法人本部のスタッフと事前にリハーサルを行うことで、電波

状況の確認や声の聞き取り具合の確認等、課題があった部分を修正することができた。結果、問題なく言葉

のアセスメントやリハビリを提供できた。 

・直接専門職より、体験利用時から面談の機会を設けてもらうことで、利用に繋がっている。言語聴覚士に話を 

聞いてもらった、評価をしてもらったということで安心感を得ながらリハビリができている。 

・専門職がいて直接リハビリに関わることが一番だが、法人に１名だけの言語聴覚士が様々な地域で活躍でき

るように、言葉で悩んでいる方々がリハビリを受けてこれからも元気に活躍していけるように、あけぼの会

として支援する仕組みを作ることができた。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

＜成功のポイント＞ 

・専門職が直接ではなくとも画面を通して、面談して悩みや相談を聞いてくれたことで、専門的なリハビリを 

提供することができるようになった。 

・配置出来ないからあきらめてしまうのではなく、どうすればより多く困っている人へアプローチができるの 

か考え、実施することができた。 

・言葉のアセスメントを実施→言葉のリハビリを実施→成果を発表（披露）することで、利用者様の自信に繋 

がるというプロセスを今後も大事にしていきたいと感じた。 

＜改善への気づき＞ 

・今後も、利用者様の目標に寄り添い、リハビリの構成や夢実現の為の取り組みを行うことで自信をつけ、新

たな夢や活動意欲の向上につながっていく関わりや取り組みを考えていきたい。 

添付資料 ※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 

 

3



「ZOOMアセスメント」の実際の場面

評価内容や必要なリハビリを
しっかり共有！

その方に必要なリハビリを
提供できるように

法人全体で連携します♪

歩行と言葉のリハビリ空間なごみ横手
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 社会福祉法人安曇野市社会福祉協議会 お名前 丸山亨 

    

事例タイトル 「歩行」をウリにしたデイサービスの特色づくり（穂高編） 

実践内容 

➢ 5つ経営しているデイサービスのうち 2つ（豊科・穂高）を「歩行をウリにしたデイサービス」と

位置付けてリニューアルした。 

➢ 穂高を平成 31年 3月、豊科を令和元年 10月にリニューアル。 

≪穂高≫ 

➢ 25 台あったベッドを 7台に減らし、ベッド部屋をリハ室にリニューアル。パワーリハ 4 台等を

設置。 

➢ 回廊を活かした「歩くレク」も導入。歩く機会を増やした。 

➢ 回廊をたくさん歩いた方を表彰。 

➢ リラクゼーションツールとして電動リクライニングチェアを設置（令和 2年 9月）。 

➢ 機能訓練士による評価を介護員に定期的にフィードバック。徐々に歩行の付き添いを減らし

ていった。 

➢ リハの成果をケアマネにチラシで伝える（あけぼの会さんのをパクった）。 

≪豊科≫ 

➢ 28台あったベッドを 13台に減らし、ベッド部屋をリハ室及びシアタールームにリニューアル。 

➢ タイルカーペットを貼り換えて歩行コースを設置。 

➢ 「歩く」「下膳する」等の作業に応じたポイントを導入（試用を経て、現在再構築中） 

➢ 午後レクの冒頭に機能訓練士作成の体操を実施。 

成果 

※豊科は利用者アンケート等を行っていないので今回は穂高だけ※ 

① 利用者アンケート 

➢ リニューアル以前からのご利用者の 54％が「楽しくなった」と回答。37％が「変わらな

い」。「つまらなくなった」は 0％とご利用者さんに一定の評価をいただいた。 

➢ 「楽しくなった」と感じる理由も「体を動かすいろいろなことをやらせていただいてよいと

思います」「歩くことが多くなって良かった」等リニューアルの内容に即したものがほとん

どであった。 

➢ ＡＤＬ維持等加算の指標によれば要介護利用者の 83％でＡＤＬが維持向上している。

利用満足度調査では「デイサービスを利用することで元気になっていると感じるか」と

の問いに 80.8％の利用者が「大いに思う」「まあそう思う」と回答している。「ご利用者を

元気にする」という目標に対する成果はでている。 

② 経営面 

➢ 平成 26年度以降赤字が続いていたが令和元年度は黒字に転換した。 

➢ 人事トラブルがありスタッフが減少したが、それまでと変わらない人数を受け入れるこ

とができた。 

➢ 令和2年4月に管理者が異動により交代。これまでは管理者が変わると利用者が減少

することが続いていたが、この点を回避できている。 
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※これまでは新しい管理者に対し「今までが少ない人数で大変だったからスタッフを増

やしてくれ。それか新規の受け入れをストップしてくれ」といった要望がだされ、新管理

者も人間関係を良好に築くために受け入れてしまい経営状況が悪くなっていた。リニュ

ーアルの準備を通じ経営面の話を常勤職に繰り返ししたため、管理者が代わっても「リ

ハビリをしたい人を中心に新規を増やしていく」ことが継続できている。 

③ アピール面 

➢ リハビリの成果を紹介するチラシは好評で、チラシを見てケアマネが新規を紹介してく

ださっている。利用者本人にとってもいい記念になっている。 

➢ ウォーキング企画達成者の賞状を本格的なもの（A３の賞状用紙を使った）にしたとこ

ろ好評。もらった人は「棺桶に入れる」と喜び、他の方は「私も欲しい」とウォーキングを

頑張るようになった人も。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

➢ 成功事例を TTP した。あけぼの会さんをパクったチラシはとても好評。 

➢ 魂を細部に宿した（というまではまだまだですが…）。ウォーキング企画の賞状を立派な紙

で作る発想に至ったのも経営カレッジで「魂を細部に宿す」ことを学んだためです。 

➢ コンサルティング期間中に繰り返し「ウリを作ること」「利用者さんを元気にすることの大切

さ」「赤字じゃダメ」ということを伝えたこと。 

 

≪改善≫ 

➢ ケアマネジャーや訪問看護から「活気がない」「昼寝をしない時間に結局ボーっとしている」

「リハビリ以外はサービスがよくなっていない」という意見をいただいている。満足度調査で

も「デイサービスにいてつまらないと感じる時は？」との問いで「話し相手がいないとき」「昼

寝ができないとき」が上位に入っており、昼食後の時間帯で暇を持て余している実態がうか

がえる。職員からも「午後の時間に何をしていいか困る」「職員の休憩時間でもあり配置が

手薄な中で『自分が盛り上げなければ』とプレッシャーを感じる」という意見が出されている。 

※この点については脳トレプログラムを複数用意して選択してもらう取り組みを始めてい

る。 

➢ ケアマネジャーからは「社協のデイが利用者を選別するのはよくない」「特浴があるのに特

浴利用者を制限するのは困る」といったリニューアルを行ったことに対する批判的な意見も

寄せられている。市の指定管理施設であることも影響している。臥浴の利用者は各曜日 3

～6 名となかなか減っていない。また、平均の要介護度もそれほど変わっていない（良いこ

とでもありますが）。 

※近隣のデイサービスを「中重度の受け入れがウリ」に特色づけているが、サービス内容

の作り込みが上手くいっていない。 

 

添付資料 ※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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賞状をもらって「OH, My God！」なご利用者さん 

 

 

リクライニングチェアでニッコリ。ニトリで 6万円。電動にして良かったです。 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 ㈱笑顔いちばん お名前 山口専太郎・北村孝樹 

 

 
   

事例タイトル 新人研修導入 

実践内容 

新型コロナウイルス感染症の影響もあるのか、ここ最近の求人は無資格未経験の方が増加して

きている。今までは、無資格未経験の方でも採用後、店舗での OJTを中心に行ってきた。 

※特に事前研修や入社後研修などは行っておらず、現場での見て、聞いて覚えるスタイル。 

↑なかなか定着率も上がらない。 

まずは、介護とは？笑顔いちばんとは？を知ってもらう・理解してもらう事が重要。 

介護技術・知識は経験を積むことでスキル UPできるが、想いは最初が肝心！ 

そこで、新規採用の無資格未経験（若干経験あり）の方向けの研修を実施。 

社長の創業精神・念いから、笑顔いちばんとしての介護、介護の基本知識の一日研修を実施。 

社内に日本福祉アカデミー岐阜校があるので、講師はリソースを活用 

成果 

現在、第１回目を９月に実施。（男性１名・女性１名） 

※男性１名は無資格未経験、女性１名は無資格で少し経験あり 

※ともに８月中旬に入社のため入社後研修 

 

まだ１回目なので、成果としては何とも言えない状況ではあるが、日々の業務に関しては何かし

らプラスになっていると感じる。また、受講した職員も介護とは？また技術的な事が学べたことは

良かったと感じている。（研修後、アンケート参照） 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

第２回目は１１月に開催を予定。予定人数としては３～４名。 

基本の内容は前回の内容を使用し、今後は内容の見直しを行いブラッシュアップしていく。 

 

人材不足もあり、現場での OJTがなくならない中、離職理由でトップに上がる人間関係をいかに

改善していくかが課題である。 

今後は、新しく入社していただく方への教育も大切であるが、それ以上に受け入れ側の教育をし

ていくかが課題と考える。 

添付資料 
※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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 介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF 形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 株式会社エルダーテイメント・ジャパン お名前 磯谷 教征 

 

 
   

事例タイトル Go To ちょい トラベル 

実践内容 

「旅行に行けるカラダをつくる」をコンセプトにデイサービスを実施しているが、コロナの影響で実

施できていないため、保険外サービスで、「ちょっとした旅行・おでかけ」を１１月にモデル企画と

してお試し実施予定。 

 

外出自粛をしている利用者の方も多いので、施設内の企画で、「午後の外出歩行訓練に参加し

た方は、GoTo ちょいトラベル参加券プレゼント」と通常運営の企画と連動して、保険外サービス

の実施につなげていく。日本介護旅行サポーターズ協会の方とも連携して実施していく。 

 

※本来は、保険内の外出イベントとして実施予定でしたが、最近、千葉市の方から正式に、屋外

でのサービス実施の規定が細かくできてしまったため、実施不可能になったことからこのように

変更を検討しています。 

成果 

１１月のモデル企画実施の結果を踏まえて、来年から、保険内と保険外のサービスを併用して、

with コロナ環境での施設のコンセプトを維持していく。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

結果はまたの機会にご報告させて頂きます。 
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 介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

添付資料 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 社会福祉法人開拓 お名前 小澤啓洋 

 

 
   

事例タイトル 人事評価と連動した目標管理支援制度の導入 

実践内容 

「あしたのチーム」による人財育成プログラム『ゼッタイ！評価』を採用しました。 

職員の行動の目標は、どのような成果を得たいかの視点から明確な数値で成果を設定する軸

と、その成果を実現するためにどのように行動するのか視点からコンピテンシー（高い行動特

性）を設定する軸の二軸を採用しました。いずれも目に見えるものとしました。目に見えない「意

思」は職員の言語化により推し量ります。 

二軸で確認するのは職員の志の成長であり、その志を上司や仲間が共感するためのもので

す。 

また評価の二軸は可能性の実績を見るためのものです。上からは可能性を重視しつつ下か

らは実績を重視します。 

評価は、職員の成長と経験に着目します。客観的に見える部分と職員自身によって言語化さ

れた（例えば「研究レポート」）見えない部分と両面での評価を追求します。なぜならば事業目標

の達成にあたっては客観的に数量で計れる目標と顧客の主観が入る品質面からの成果があ

り、この品質面の評価は職員自身の経験に表れると仮定するからです。 

成果 

令和２年 10月１日から試行的に実施しています。 

目標設定にあたり、職員と評価者の面談を通じて具体化する中で、新たなコミュニケーション

や成長支援が生まれています。 

今後、令和３年４月１日からの本格運用を目指し取り組んで行きます。 

成果の検証はしばらく先になりそうです。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

法人としては初の評価制度となりますので、法人側も職員側も慣れておらず、試行的にスター

トした 10 月からも様々な疑問や不安が上がっています。特に目標設定はクラウド上で行い、行

動目標は AI支援を受ける仕組みですが、この操作方法がまだ習熟できていません。 

運用の開始にあたっては、十分な準備と丁寧な説明が必要でありました。 

法人内に管理職以外で推進役を配置し、職員目線でどこに課題があるのかを吸い上げなが

ら、進めていきたいと思います。 

今後は評価制度と連動した給与体系の整備を行っていくこととなりますので、職員へより丁寧

な説明が必要と感じています。 

添付資料 
※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF 形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 アゼリーグループ お名前 竪山 隼一郎 

 

 
   

事例タイトル 業務効率化への取り組み（勤怠書類の電子化～業務改善） 

実践内容 

○前回からの取り組みの続きで勤怠書類の削減 

・特別な申請が必要な勤怠項目以外を基本的には廃止 

・申請できない勤務形態の改善 

 

○他の業務の電子化への移行 

・介護ソフトの活用 

・紙で記録していたものをパソコン・タブレットでの入力に変更 

・改善の順位付け 

成果 

○提出書類の削減  

４月 282 枚 ５月 239 枚 ６月 205 枚 ７月 155 枚 ８月 60枚 ９月 57 枚  

スマホから申請することで、他の業務のデジタル化も進展しやすいように慣れてもらう

きっかけになった。 

○他の業務のデジタル化の開始 

紙で実施しているものを洗い出し。順番にデジタル化へ移行 

現在、バイタルチェックと入浴の記録について用紙の廃止を実施 

その他 食事・水分・日々の介護記録等もシステムで実施出来るものは 

移行を目指して対応中。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

○デジタル化への慣れを、勤怠の部分で作れた点 

ほとんどのスタッフがスマホを所持しており、スマホであればキャリアを超えて教え合いが可能で

あった。段階を踏んでのペーパーレスを実施。 

①管理職→職員→パート の順番で教えられる体制を作ることが出来た。 

 

○他の業務に関しても同様の段取りを取れた 

若手の社員から広めていき、フロアで共有する仕組みを作った。 

 

○実際にペーパーレスに移行出来ないであろう業務をピックアップすることで対応策を考えるき

っかけになった 

添付資料 
※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 株式会社シニアライフアシスト お名前 加藤 清行 

 

 
   

事例タイトル 有給休暇取得日数向上の取り組み 

実践内容 

・有給休暇の計画的に付与 

（毎月一回は有給休暇をとってもらうなど） 

・一年間のうちで、まとめて連続一週間の休暇（ハッピー休暇を）を取得することを義務化した。 

成果 

有給休暇年間平均取得日数（厚生労働省『就労条件総合調査の概況』より） 

 

 

 

 

 

微増ではあるが、確実に平均取得日数が伸びてきている。 

また、それに伴って、離職率の低下も成果としてあった。 

年度/日 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 

全国平均 8.8 8.8 9.0 9.3 9.4  

医療福祉平均 8.6 8.4 8.8 8.9   

当社 9.1 9.6 9.2 11.4 10.4 12.0 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

有休休暇を取得することが当たりだという環境を作ることで、遠慮なく取りやすくなった。 

取らないほうが悪だと思ってもらえるまでになってきていると思う。 

計画的に休んでもらうことで、業務計画が立てやすくなった。 

添付資料 
※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 ステラリンク株式 お名前 芳賀 真喜 

 

 
   

事例タイトル 介護ドライバーのチェックリスト見える化 

実践内容 

介護スタッフの送迎負担改の為に、数年前より「介護ドライバー」という、運転業務だけでなく、介

護スタッフのする送迎時の介助と運転をこなせる（昼間の介護はなし）（処遇改善はつく）スタッフ

を雇用し、メンイはシニア・W ワーク（9 割男性シニア）。 ドライバー業務から柔軟性のあるスタッ

フは介護ドライバーへ変更で問題なくできていたが、新規の介護ドライバーの早期退職・苦情報

告頻回にあり。育成方法の見直し開始。 

☆業務シートに基づく、1か月・3か月・6か月のチェックシートで自己評価・育成者の評価→面談 

→必要な方には個別指導→振り返り 

※育成委員会はあるが介護スタッフのみの育成になっていた。 

成果 

【開始して 1か月。業務が満たないスタッフに対してもチェックリストを実施】 

・自分で、できている、できていない、わからない。で本人だけでなく育成者にも業務ができてい

るかの見える化。 

・できていないこと、わからないことに対して、細かく指導ができるようになった。 

・育成者が育成するにあたって、どのように育成したらよいのかを振り返る事ができるようになっ

てきた。（振り返りの見える化を思案中） 

・自分の役割を理解し「聞いてない」「知らない」を介護ドライバーが言わなくなった。 

 

※まだ開始 1か月ですが、現在は離職者なし。苦情報告 1件あり。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

・シニア世代や Wワークの人材を大切に育成する。 

・業務ができない人に対し、育成方法の手段が違っていた事の気づき。 

・1か月で反応が良いため、ミーティングで報告すると、託児所の保育士さんが作成・開始。 

指示でなく提案で、自発的に育成の改善方法を考える部署ができてきた。 

・他職種からや、シニアでも雇用でき、定着してもらえる事業所をめざしていく。 

添付資料 ※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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介護ドライバー　チェックリスト

氏名 /

入社１ケ月後のチェック項目 チェック① /

（　　月　　日） チェック② /

本人 チェック① チェック②

大きな声で笑顔で挨拶ができる

すれ違う時に「お疲れ様です」と笑顔で言える

出勤・退勤の仕方がわかる

身だしなみを整えて業務につくことができる

メモをとる習慣がついている

わからないことを聞ける

お客様・一緒に働く仲間に丁寧なことばつかいができる

急な休みを取る時の連絡方法がわかる

送迎ボードの見方がわかる

送迎用の携帯の準備ができる

送迎用携帯の操作の仕方がわかる

お客様の自宅地図がどこにあるかわかる

違う号車の携帯を持っていくときの対応がわかる

出発前にお休みの方の確認方法がわかる

送迎指示書の内容が理解でき、実践できる

お休みや利用日変更を受けた場合の対応がわかる

お客様への電話の仕方がわかる

お客様への言葉つかい、敬意を持った接し方ができる

お客様が車の乗降時、介助ができる

検温・消毒の場所、やり方がわかる

（歩行器・車いすの取り置き）

送迎指示書の特記の確認ができる

クリアケース内の確認事項がわかる

預かった薬をどこに入れるかわかる

クリアケースはまとめてどうすればいいかわかる

到着時間の記入の仕方がわかる

リフトの使い方がわかる

項目

送

迎

に

関

し

て

仕

事

の

マ

ナ

ー
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介護ドライバー　チェックリスト

氏名 /

入社3ケ月後のチェック項目 チェック① /

（　　月　　日） チェック② /

本人 チェック① チェック②

大きな声で笑顔で挨拶ができる

すれ違う時に「お疲れ様です」と笑顔で言える

身だしなみを整えて業務につくことができる

メモをとる習慣がついている

わからないことを聞ける

お客様・一緒に働く仲間に丁寧なことばつかいができる

急な休みを取る時の連絡方法がわかる

送迎ボードを見て自分のコースが把握できる

送迎用の携帯の準備ができる

送迎用携帯の操作の仕方がわかる

違う号車の携帯を持っていくときの対応ができる

お客様の自宅を地図で調べることができる

身体状況を考慮し、順番や乗る場所が決められる

出発前にお休みの方の確認をすることができる

送迎指示書の内容が理解でき、実践できる

お休みや利用日変更を受けた場合の対応ができる

お客様が発熱の時の対応ができる

緊急時の対応の仕方がわかる

お客様への電話の際、丁寧な対応ができる

お客様への言葉つかい、敬意を持った接し方ができる

お客様が車の乗降時、安全に正しく介助ができる

検温・消毒の場所、やり方がわかる

送迎指示書の特記の確認ができる

クリアケース内の確認事項がわかる

お休みや利用日変更を受けた場合の対応ができる

連絡帳の記入ができる

お返事するときのシールの使いかたがわかる

ご家族からの伝達事項などを統括やナースに伝えることができる

預かった薬・お風呂用の薬を決まった場所に入れることができる

到着時間の記入が正しくできる

送迎減算になった場合の処理の仕方がわかる

リフトの操作が正しくできる

項目

仕

事

の

マ

ナ

ー

送

迎

に

関

し

て
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介護ドライバー　チェックリスト

氏名 /

入社6ケ月後のチェック項目 チェック① /

（　　月　　日） チェック② /

本人 チェック① チェック②

大きな声で笑顔で挨拶ができる

すれ違う時に「お疲れ様です」と笑顔で言える

身だしなみを整えて業務につくことができる

メモをとる習慣がついている

わからないことを聞ける

お客様・一緒に働く仲間に丁寧なことばつかいができる

急な休みを取る時の連絡方法がわかる

送迎ボードを見て自分のコースが把握できる

送迎用の携帯の準備ができる

送迎用携帯の操作の仕方がわかる

違う号車の携帯を持っていくときの対応ができる

お客様の自宅を地図で調べることができる

送迎の順番、乗る場所が決められる

出発前にお休みの方の確認をすることができる

送迎指示書の内容が理解でき、実践できる

お休みや利用日変更を受けた場合の対応ができる

お客様が発熱の時の対応ができる

緊急時の対応の仕方がわかる

お客様への電話の際、丁寧な対応ができる

お客様への言葉つかい、敬意を持った接し方ができる

お客様が車の乗降時、介助ができる

検温・消毒の場所、やり方がわかる

送迎指示書の特記の確認ができる

クリアケース内の確認事項がわかる

お休みや利用日変更を受けた場合の対応ができる

連絡帳の記入ができる

お返事するときのシールの使いかたがわかる

ご家族からの伝達事項などを統括やナースに伝えることができる

預かった薬・お風呂用の薬を決まった場所に入れることができる

到着時間の記入が正しくできる

送迎減算になった場合の処理の仕方ができる

リフトの操作が正しくできる

項目

仕

事

の

マ

ナ

ー

送

迎

に

関

し

て
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 株式会社太長会 お名前 藤澤 豪 

 

 
   

事例タイトル  「こうありたい！」を叶えるプロジェクト 

実践内容 

サ高住「時のかけはし」のビジョン 

【 「こうありたい！」が叶えられる家 】を実現しようと、 

相談員が入居者全員のこれからの想いをヒアリングし、 

実現しようという試みがスタートしています。 

 

お一人お一人から 

「やってみたい！」とか「行ってみたい！」という声が徐々に出て参りました。 

成果 

今回は、お二人の「こうありたい！」を叶えて差し上げる事ができました。 

 

お一人目は、「カフェに行きたい!」という要望にお応えしました。 

 

お二人目は、シベリア抑留の戦争体験を若い世代に伝えたい！というご要望。 

8月 15日の新聞掲載と、テレビ取材が実現して、多くの反響も戴きました。 

その結果、今は小説をお書きになっています！ 

 

（資料をご参照ください） 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

丁寧に相談員が想いを引き出すことができてよかったとおもいます。 

 

そして、チャレンジが実を結びました。 

行動することによって感動を戴けるとスタッフたちが学べたことも良かったです。 

コロナ禍での取材延期やご本人の体調不良もありましたが、 

めげずに想いを叶えるための行動が、 

今後も多くの方へのお役立ちになることを期待します。 

添付資料 
※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします+。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 社会福祉法人貞徳会 お名前 樋 田 佳 之 

 

 
   

事例タイトル 新型コロナ対策 ～ニューノーマルの向けた取り組み～ 

実践内容 

① WEB面会の実施 

当施設は２月２８日から面会・外出制限を開始し、３月２５日から面会・外出禁止に対策強化。 

早期より面会制限を開始した背景を踏まえ、４月入ってから老施協から示された ZOOM を活用し

たWEB面会イメージを参考に、施設内での実施方法（手順書）・家族向けお知らせを作成し、４月

末に BLOG（アメブロ）にて告知。５月より運用を開始した。 

② 職員研修・入所前面接への WEB面会の応用 

３蜜対策で研修機会がなくなってしまったため、WEB 研修の活用を実施。また、医療機関や遠隔

地からの新規入所者への入所者面接に WEB面会の要領で WEB面接を実施。 

③ ICT環境の整備・拡充 

当法人は毎年のように県が実施する介護ロボット及び ICT導入補助金を活用してきた。コロナ禍

において、これらの補助対象や金額が拡充・増額された事を受け、上記①・②がより実勢しやす

い環境づくりとして WiFi設備の補強とタブレットやラップトップ等の IT機器の整備を進めている。 

成果 

① 地域でもいち早く面会制限に踏み切っていたから、新たな面会手段もいち早くリリースしようと試

みた。利用者様の状態（難聴・認知症で会話が難しい方）や ICT に不慣れな家族には馴染んで

頂けない様子もあり、当初は月に数回程度だったが、現在では毎週のように WEB 面会が実施さ

れるようになった。 

② 職員研修では、まだ中堅職員以上のスタッフ中心の WEB研修参加であるが、ICT機器整備後に

は広く一般職員へも研修参加できる仕組みをつくっていきたい。入所前面接での WEB 面接活用

については、相手先施設（病院・介護施設）での設備に応じて、活用を推進したい。 

③ 未決定の補助金もあるが、活用する補助金のほとんどが申請済み。補助決定・実施となれば、

ICT環境は大幅に改善されると見込んでいる。 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

・コロナ禍前から一定の ICT環境を整備済だった為、WEB面会やこれに準じた研修・面接にスムーズ 

に導入できた。 

・今後は取り扱う職員の教育強化、ZOOM以外の新たなチャンネルを作る事がさらなる浸透の一手と 

考える。 

・ＩＣＴ活用の面では職員採用時のＰＲポイントになった。 

・社保審の議事録等で早期に情報をキャッチする事で、事前準備に備える事ができた。今後も情報収 

集には尽力したい。 

添付資料 
※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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介護サービス経営カレッジ アドバンスコース 事例シート 

恐れ入りますが、PDF形式での提出にご協力をお願いいたします。 

◆法人・施設において、法改正対策や、中長期的な視点で取り組んで成功した事例を、それを導入する 

経緯やメリット（狙える成果）や実施のポイントなどを、具体的に記入してください。 

法人名 株式会社ヒラマツ お名前 平松 大知 

 

 
   

事例タイトル 一人一人の想いを叶えるために 

実践内容 

入居者様の想いを叶える為の制度を作る。 

想いを叶える為に何をすればよいのかを明確にし、全スタッフが参画できるようにする為には、

何が必要なのかを一つずつ問題提起し解決しながら仕組みを作る。 

内容を進めるのは主任で進めていくが、主任クラスの中でチームを作り、若手社員に実践して実

感してもらうための工夫を考えながら進めていく。 

 

成果 

まだ作り始めているので成果は出ていませんが、主任や経験者は自分たちがやる事が仕事

になっていたが、他のスタッフにやってもらうためにはどうすればよいのかを考える機会が出来、

悩みながら進めている。普段はどうしても業務を進める事や自分たちが動くことを先に考えてい

るのが目立つが、考え方や在り方を見直す機会になっているように思う。 

 

成功の 

ポイント 

 

改善への 

気づき 

今までも、想いを聞いて外出や外食、行きたい所にお連れする事はしていたが、全スタッフが

実践出来ているわけではなく、経験のある出来るスタッフがやっていた。 

若手スタッフや新人スタッフは積極的に外出して良いのか分からない。どのようにして想いを叶

えれば良いのか分からないというのが現状。 

全スタッフが参画できるようにし、一人一人がお客様への意識を高めていく必要があると考え

た。仕組みを作り誰もが実践して行く事が出来るようにし、それぞれの想いを実現する為に一人

一人のスタッフが動きやすいように作っていく。 

 

添付資料 
※情報交換のより活性のために添付資料をお願いします。 
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事業所名

アクションプラン

①収入 215,627,493 100% ①収入 256,793,044 100
　入居 75,939,271 35.22% 　入居 83,593,284 32.55%
　デイサービス 123,720,921 57.38% 　デイサービス 151,247,475 58.90%
　訪問介護 15,967,301 7.41% 　訪問介護 21,952,285 8.55%
②人件費 113,304,213 52.55% ②人件費 128,226,051 49.93%
③家賃 37,800,000 17.53% ③家賃 42,000,000 16.36%
④事業費 17,477,922 8.11% ④事業費 17,616,000 6.86%
⑤販売管理費 22,287,424 10.34% ⑤販売管理費 22,824,000 8.89%
⑥減価償却費 6,004,653 2.78% ⑥減価償却費 6,004,000 2.34%
⑦経常利益 18,753,281 8.70% ⑦営業利益 40,122,993 15.62%

⑧経常利益 40,122,993 15.62%

絶対収支、絶対要員、絶対力量、絶対チーム
【デイサービス】 入居

入居(長田)45床　　最大入居者数　　540
入居費118,000円　×　540　＝63,720,000円
（生活保護受給者は99,000円なので、19,000円少ない）
入居(寄宮)7床　　最大入居者数　　84
入居費92,000円　×84　＝7,728,000円
配食サービス36,000円×31名×12か月＝13,392,000円
おむつ代235,000円×12か月=2,820,000円
合計　87,660,000円
デイサービス（53人定員）
平均介護3を予想
　・基本単位　818単位×53名×310日＝13,439,740単位
　・加算
　　入浴50単位×30名×稼働日310日＝465,000単位
　　中重度加算45単位×53名×稼働日310日＝739,350単位
　　認知症ケア加算60単位×20名×310日＝372,000単位
　　個別機能訓練加算（１）46単位×32名×310日＝456,320単位
　  サービス提供体制加算12単位×53名×310日=197,160単位
　・減算
　　通所介護同一建物減算94単位×39名×310日＝1,136,460単位
　・処遇改善加算 総本単位数14,533,110単位×0.059＝857,453単位
合計
13,439,740＋465,000＋739,350＋372,000＋456,320＋
197,160-1,136,460＋857,453＝15,440,210
よって153,905,630円(1日あたりの単価：9,367円）

訪問介護
前年実績　16,062,820円

絶対収入(有料老人ホーム寄宮含む）
85,620,000円＋153,899,810円＋16,062,820円＝257,622,614円
217,765,825円→249,485,070円（39,856,789円の増収）
絶対要員
入居
　管理者兼施設長　　　　1名
　介護職員　　　　　　　12名
デイサービス（53人定員）
　管理者　　　　　　　　1名
　相談員                1名
　介護職　　　　　　　10.3名（加配1名）　
　看護職員　　　　　　 2.5名（加配1名）
　機能訓練指導員　　　　 2名

入居費用　83,593,284円(-4,066,716円)
夫婦３組 73,000円×２×12=2,628,000円
収入減   -6,694,716円

人件費
　給与　　　　　101,008,740円
　社会保険料　 　15,151,311円

訪問介護
繁多川と同じくらいの収入にする
21,952,285円-16,062,820円=5,889,465円の増収

1.限界収入から現状の収入減

　賞与　　　　　 12,066,000円

絶対収入87,660,000円
入居
2.マイナスに対す対策

合計14,324,271円
施設の最大値に対して、14,324,271円マイナスする。

デイサービス収入151,247,475円

デイサービス(認知症ケア加算とサービス提供体制加算取得必須）
絶対収入153,905,630円
収入減   -7,629,555円
デイサービスの平均介護度を3から3.26に上げる
4,971,400円の増収

・支出

53名定員×310日＝16430に対して実績14462 稼働率88.0％
平均介護　3.12
利用者単価　8,489円

【訪問介護】

琉球の街　長田

現状

積算根拠

デイサービス稼働率

第８期計画（限界収益）

積算根拠

入居
生活保護受給者22名　-19,000円×22名×12=-5,016,000円
毎月2名の入院者が出たとして,入居費36,000×2×12=864,000円

　

21,952,285円
収入計
83,593,284円+151,247,475円+21,952,285円=256,793,044円

社会保険料　　 12,119,413円

退所による売上のマイナス　814,716円（退所から入居まで平均14日）
デイサービス
毎月2名の入院者が出たとして、9,367円×2×310=5,807,540円
退所による売上のマイナス　1,822,015円（退所から入居まで平均14日）

【入居】
入居可能人数　45×365日=16425室に対して実績15621室　 稼働率95.1％

人件費
給与　　　　　101,184,800円（内残業代5,356,310円）

収入　15,967,301円
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